職種：新規業務開発　　職務：業態・センター開発

【概要】

　業態・センター開発とは、業態開発やセンターのリニューアル、新規出店などを企画立案、実行する仕事である。

【仕事の内容】

　業態・店舗開発は、以下の①～⑥の仕事から、業態開発やセンターのリニューアル、新規出店などの目的に応じた仕事を実施する。なお、同職務は常設とは限らない。

1 業態・センター開発のプロジェクトマネジメント：業態・センター開発のプロジェクトマネジャーとして、社内外関係者と調整・折衝しながら物件探索からセンター立ち上げまでの一通りの業務をマネジメントする。

2 市場調査／基本構想策定：市場調査・商圏調査を推進する。また、調査結果に基づき、基本構想を策定する。

3 センター・スペック検討：市場調査などから顧客ニーズを理解・解釈し、基本構想を元にセンター・スペックを具体化する。

4 事業化スキームの構築：集客力や資金調達、事業リスクなどを総合的に判断し、費用や売上、キャッシュフロー等の中長期的な事業化スキームを構築する。

5 物件情報収集／契約折衝：会社・担当者のネットワークを駆使し物件情報を収集し、総合的に物件を判断する。物件のクライアント（地主・所有者等）と折衝する。

6 施工コスト管理：施工コストを算出、管理する。

【求められる経験・能力】

〈入職に求められる経験〉

（1） 入職に際して、特定の知識や経験は必須ではないが、他業種において店舗運営、店舗開発業務、不動産関連業務、施工管理業務、事業開発業務など、本職務において適用可能な実務経験、周辺知識を持っていることが望ましい。

（2） 経歴者採用の際は当該業界または関連業界における業態・店舗開発業務の実務経験と専門性等が問われる。

（3） 社内の他部門から入職を希望する場合においても、センターでのスタッフ業務やマネジメント業務を経験した後に配属されることが多い。

〈求められる能力〉

（1） ボウリングおよび付帯施設の運営について熟知するとともに、客観的に経営状況や市場環境、顧客ニーズ等を分析できる能力が必要とされる。

（2） 社員間のコミュニケーションはもとより、社外の専門家や不動産関係者、施工業者等との対人関係スキルも重要となる。また、企画立案、実行、管理等のプロジェクト管理能力は必須である。

（3） より高いレベルで業務を遂行するためには、当該業務の専門知識や経験などとともに、社会情勢の変化や業界トレンド及び顧客ニーズに絶えずアンテナを張るなど、ボウリング場業に対し強い興味と関心を持ち続けることが求められる。

【関連する資格・検定等】

· 宅地建物取引主任者　（財団法人　不動産適正取引推進機構）

· 建築士　1級・2級・木造（財団法人　建築技術教育普及センター）

· 建築施工管理技士　1級・2級　（財団法人　建設業振興基金試験研修本部）

他、関連資格多数
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　２３１　会社の管理職員

２５２　企画・調査事務
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